
★●Women's Action Network（上野千鶴子理事長）より配信。農業と食の現場で活躍する女性を紹介。 

「金丸弘美のニッポンはおいしい！」 連載３０をお届けします。https://wan.or.jp/article/show/11720 

小美玉市のレンコンの素晴らしさを伝えたい 茨城県小美玉市・小松崎由美子さん 

レンコン農家の由美子さんは詳細なレシピブックに営養価、栽培法、歴史などまとめた冊子を作成。生産・

販売だけでなく、食べ方までを提案。さまざまな場でレンコンと地域食材の素晴らしさを伝えています。 

    

    バックナンバー 

https://www.kanamaru-jp.com/yotei/yoteidetail.php?&no=768&a=2017 

●連載が本になりました！ 農業と食から持続社会に繋ぐ素敵な女性たちが登場します。 

「ニッポンはおいしい！」=食と農から未来は変わる。地域に豊かさをもたらす女性たちの活躍= 

金丸弘美著 理工図書出版 四六判 ２１６頁 2,090 円（税込）  https://x.gd/gunBM 

★ 上 野 千 鶴 子 さ ん 推 薦 （ 社 会 学 者 ・ 東 大 名 誉 教 授 ） 「 女 性 が つ く る 日 本 農 業 の 未 来 ！ 」 ★               

「月刊ガバナンス」「クーヨン」「旅行新聞」「月刊 JA」「西日本新聞」「農業共済新聞」「食料新聞」「週刊金曜日」  

「ハウジングトリュビューン」【実践自治 Beacon Authority】「中小企業家しんぶん」「月刊学校給食」「地域づくり」   

「味の味」「月刊 NOSAI」「月刊社会民主」「社会新報」「しんぶん赤旗」「潮」など３３媒体で紹介。 

 

●YouTube 配信「初めての農家民泊 岐阜県 佐伯農場 〜ニッポンは美味しい 金丸弘美氏に聞く〜」 

https://youtu.be/DG8rw3nl6uc 制作配信：京都府宇治市「うじテレビ」（ディレクター森田誠二さん） 

    ＹｏｕＴｕｂｅ 

https://wan.or.jp/article/show/11720
https://www.kanamaru-jp.com/yotei/yoteidetail.php?&no=768&a=2017


好評発売中！ 新規就農の女性活躍を紹介しています。 

「ニッポンはおいしい！」=食と農から未来は変わる。域に豊さをもたらす女性たちの活躍」 

金丸弘美著（理工図書出版） ISBN978-4-8446-0965-0  定価：2,090 円（税込） 

農業と食から持続社会に繋がる活動をしている女性が登場します。 

農業書で女性がメインの実践現場レポートの本は、おそらく初めてでしょう。 

どの事例もドラマチックで、発想と行動力が、素晴らしいです。ぜひ読んでください。 

上野千鶴子さん推薦（社会学者・東大名誉教授）  女性がつくる日本農業の未来！ 

 

 

◎消費者との接点を見出した新たな食と農 愛知県名古屋市：オーガニック朝市・吉野隆子さん/福岡県宗像

市：道の駅むなかた「漁師直行超鮮度の魚がならぶ」伊藤美幸さん  ◎食と農と体験を離島や農村の観光

に繋ぐ山口県周防大島町瀬戸内ジャムズガーデン松嶋智明さん/兵庫県西宮市：Table a Cloth 「おいしい

食体験ができる宿」・岡田奈穂子さん ◎海外からの視点と連携を生み出した新たな挑戦  :埼玉県秩：秩父

蒸溜所・ブランドアンバサダー吉川由美さん/ 千葉県いすみ市：高秀牧場「ジェラート店とチーズ工房

運営」馬上温香さん ◎持続社会と地域経済に繋ぐ農業  静岡県菊川市：野菜くらぶ「ゼロから農業開始

３０ha の大規模農家へ！塚本佳子さん/神奈川県寒川町：（株）菱和園・お茶が大好き！お茶のよさを届

けたい」山田仁子さん ◎地域の食と環境の豊さを人々に繋ぐ 山形県米沢市：野菜農園笑伝 EDEN 子供の明

るい未来を創る農業をしたい我妻飛鳥さん/リベラルファーム米沢ブランド米沢牛を支えるお母さん鈴木

純子さん ◎都市の農業での新たな挑戦: 埼玉県さいたま市・さいたまヨーロッパ野菜研究会福田裕子さん

/東京都日野市：株式会社ネイバーズファーム・都市農業の魅力を広げていきたい 梅村桂さん 



「月刊 NOSAI」（全国農業共済協会）2025 年１・２月号「食の農で高める地域の力」  連載４２・４３号         

イタリア・アグリツーリズムの旅 その２ ・３イタリア共和国北西部ピエモンテ州クオーネ県アルド・サルトー

レ氏にお会いした。観光の振興に関わっている地元の名士。アルド氏から、これまでのアグリツーリズムの

流れと、食と文化と体験と景観を活かした細やかな取組がおこなれてきたことを話していただき、改めて、

農村観光の周到で丁寧な活動が行われてきたかを学ぶことができ、大きな収穫の 1 日となった。     

    全国農業共済協会 HP 

これまでの掲載記事一覧 https://www.kanamaru-jp.com/yotei/yoteidetail.php?&no=1257&a=2024 

 

アルド・サルトーレ氏のアグリツーリズ（ピエモンテ州）インターシップ先になっている 

Home | Agriturismo a Santa Vittoria d'Alba (CN) | Valdispinso 

 

 

https://www.kanamaru-jp.com/yotei/yoteidetail.php?&no=1257&a=2024
https://valdispinso.it/


202５年３号 ３月号  https://htonline.sohjusha.co.jp/ 

連載６６「金丸弘美レポート 田舎再生の現場から」 

「１７年ぶりにスローフード食科学大学を再訪 コミュニティとして機能、身の丈以上に大きくしないがポリシー  

まるで食の国連、地域全体のプロモーションの一助に」 

イタリア共和国北西部のピエモンテ州ブラ市郊外、ポッレンツォ (Pollenzo) のスローフード食科学大学 

（ The University of Gastronomic Sciences、略称:UNISG）を訪ねた。 

イタリア在住・岡崎啓子さんの計らい。彼女は同大学 1 期生。大学が２０周年ということで、改めて現地を訪ねましょう

となった次第。大学がは１８３０年代の貴族でサボイ家カルロ・アルヴェルト 2 世が建てたネオゴシックの建築物。それ

をリノベーションしたもの。国際的な文化交流の拠点として蘇った。大学を含む一帯がユネスコ世界遺産に登録された。 

 

●食の雑誌「味の味」（アイディア）のエッセイ「地食がおもしろい」 

隔月偶数月連載１０７回。２０２５年２月号。「魅せられたチーズ「ブ ラチュック Braciuk」」 

2024 年 10 月 6～16 日イタリア食の旅。楽しく素敵な人とお店に引き合わせていただいた。 北西部ピエモンテ州

ブラ市フィレンツオ・ジョリートさんと彼運営のチーズショップ『ジョリート・フェリマッジ』。 ジョリートさんと親しいエミリア＝

ロマーニャ州在住の岡崎啓子さんのおかげから。このお店で知ったのが、チーズを赤ワインの葡萄バルベーラノの絞り

滓で漬け込んだブラ・チユック。すっかり魅了されてしまった。「味の味」は、ホームページ掲載の有名飲食店に置いて

あります。 http://www.ajinoaji.com/ どこかのお店に行かれたら、ぜひ手にとってください。 

  

     （『味の味』は HP 掲載のお店にあります）http://www.ajinoaji.com/    https://x.gd/75Zny （バックナンバー） 

 

 

https://htonline.sohjusha.co.jp/
http://www.ajinoaji.com/
http://www.ajinoaji.com/
https://x.gd/75Zny


雑誌特集 ●≪対談≫ 住総合雑誌「ハウジングトリビューン」2024 年 1７号 ９月１３日発売号           

「エネルギーから経済を考える経営者ネットワーク会議」２０２５年１月号 

【連載】金丸弘美氏に聞く 農業・食・エネルギーの現場から 

⑰～地方活性化政策が組まれている 「本当はどうなっている地方と日本農業」 その１ 

<https://enekei.jp/mmz/mailmagavol242.html> 

エネルギーから経済を考えるネットワーク会議（エネ経会議）メールマガジン配信 

日本の農業は高齢化、若者がいない、農村は過疎化、自給率は低く厳しいと言われていますがど

うなのでしょう。おっしゃるとおり数字的には、確かに厳しいものが並んでいます。 

自給率３８％、農家は６５歳以上７０％、４９歳以下１１％などなど。 

農業も高齢化。65 歳以上の基幹的農業従事者が 70%、49 歳以下の割合は 11%。 

農業人口も減っています。２００５年２，２４１万人から２０２０年１、３６３万人。 

続きは <https://enekei.jp/mmc/mailmagavol242-2.html> コチラからお読みください。 

 

●自治体向けの雑誌【実践自治 Beacon Authority】（イマジン出版）１００号記念号（12 月２５日） 

「これからの自治体と地方創生」をテーマに 6 ページを組んでいただきました。 

 https://www.imagine-j.co.jp/beacon.html 

●金丸弘美の好評の地域創りの本● 

『田舎力～ヒト・夢・カネが集まる５つの法則』金丸弘美著（ＮＨＫ出版生活人新書） 

https://www.kanamaru-jp.com/book/bookdetail.php?no=158&a=1 

『実践！ 田舎力 小さくても経済が回る５つの方法』（NHK 新書） 

https://www.kanamaru-jp.com/book/bookdetail.php?no=191&a=1 

「ゆらしぃ島のスローライフ」 金丸弘美著（学研）電子書籍版でも絶賛発売中。。 

絵：唐仁原教久、写真：阿部雄介 小泉武夫氏推薦（作家・発酵学者） 

https://www.kanamaru-jp.com/book/bookdetail.php?no=1118&a=1 

 

https://enekei.jp/mmz/mailmagavol242.html
https://enekei.jp/mmc/mailmagavol242-2.html
https://www.imagine-j.co.jp/beacon.html
https://www.kanamaru-jp.com/book/bookdetail.php?no=158&a=1
https://www.kanamaru-jp.com/book/bookdetail.php?no=191&a=1
https://www.kanamaru-jp.com/book/bookdetail.php?no=1118&a=1


 

『地域の食をブランドにする！ 食のテキストをつくろう』（岩波ブックレット） 

『タカラは足元にあり！』（合同出版）  『給食で育つ賢い子ども』（木楽舎）    

『里山産業論』（角川書店）         『幸せな田舎のつくりかた』（学芸出版） 

『田舎の力が 未来をつくる!ヒト・カネ・コトが持続するローカルからの変革』（合同出版） 

      

『創造的な食育ワークショップ』（岩波書店） 

『えんや 写真集・唐津くんち』写真：英伸三（家の光協会＝JA 出版部） 

『えんや！ 曳山が見た唐津』（無明舎出版）   『地域ブランドを引き出す力』（合同出版） 

「美味しい田舎のつくり方：地域の味が、人とつなぎ、地域を耕す」（学芸出版） 

https://www.kanamaru-jp.com/book/index.php 

    金丸弘美書籍一覧 ●金丸弘美の著作。地域活動の実践例を紹介。 

 

●「地方創生」を支援する国の人材派遣事業。 

国の人材派遣事業：金丸弘美は登録されており、国の制度で現地にうかがうことができます。 

●総務省の人材派遣事業 総務省地域力創造アドバイザー 地方創生のサポート。

https://www.soumu.go.jp/ganbaru/jinzai/ 

●内閣官房の伝道師派遣制度 内閣官房地域活性化伝道師 地方創生のサポート。

https://www.chisou.go.jp/tiiki/dendoushi/index.html 

    総務省     内閣府     金丸弘美ホームページ 

●金丸弘美 ホームページ https://www.kanamaru-jp.com/home/index.php 

https://www.kanamaru-jp.com/book/index.php
https://www.soumu.go.jp/ganbaru/jinzai/
https://www.chisou.go.jp/tiiki/dendoushi/index.html
https://www.kanamaru-jp.com/home/index.php

